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気
象
庁
は
、
１
月
29
日
、
浅
間
山
の
山
頂
付
近
の
積

雪
の
状
況
が
、
平
均
し
て
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

深
さ
に
達
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
居
住

地
域
に
到
達
す
る
融
雪
型
火
山
泥
流
が
発
生
し
う
る
条

件
の
一
つ
が
成
立
し
て
い
る
と
判
断
し
、「
浅
間
山
融

雪
型
火
山
泥
流
に
対
応
し
た
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
」の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

浅
間
山
で
は
、
一
定
以
上
の
積
雪
条
件（
※
１
）の
下

で
、
火
砕
流
を
伴
う
噴
火
が
発
生
し
た
場
合
、「
融
雪

型
火
山
泥
流
」（
※
２
）が
発
生
し
て
、
沢
沿
い
や
低
地

の
居
住
地
域
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

浅
間
山
火
山
防
災
協
議
会
に
お
け
る
融
雪
型
火
山
泥

流
に
対
す
る
検
討
を
踏
ま
え
、
浅
間
山
で
一
定
以
上
の

積
雪
条
件
下
で
火
砕
流
が
発
生
ま
た
は
発
生
し
た
可
能

性
が
あ
る
場
合
に
は
、
気
象
庁
で
は
、「
融
雪
型
火
山

泥
流
に
対
す
る
警
戒
が
必
要
」で
あ
る
旨
を
明
記
し
た

噴
火
警
報（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
４
ま
た
は
レ
ベ
ル
５
）を

発
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す（
図
１
参
照
）。

※
１

　

浅
間
山
周
辺
の
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
積
雪
の

状
態
等
を
調
査
し
、
山
頂
付
近
で
平
均
し
て
、
50
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
に
達
し
た
と
推
定
し
た
場
合

※
２

　

噴
火
時
の
火
砕
流
等
の
熱
に
よ
っ
て
、
火
山
の
上
に

積
も
っ
た
多
量
の
雪
氷
が
融
け
、
周
辺
の
土
砂
等
を
巻

き
込
ん
で
、
沢
沿
い
や
低
地
に
流
下
す
る
火
山
現
象

浅
間
山
融
雪
型
火
山
泥
流
に
対
応
し
た

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す

（
現
在
は
レ
ベ
ル
１
で
、
火
砕
流
を
伴
う
噴
火
が
発
生
す
る
兆
候
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
）解説情報対応

またはレベル3

レベル4
積雪期に限る

噴火発生

望遠不可

望遠可

火砕流あり

火砕流なし 解説情報対応
またはレベル3

レベル5

空振、振動
基準以上

空振、振動
基準未満

問
い
合
わ
せ
先
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浅間山中噴火による融雪型火山泥流を想定した噴火警戒レベルの運用　図1

火砕流イメージ図

②火砕流
数百℃の高温
100km/h近い
速度で流走

①噴火
高温の岩塊や
軽石が噴出

融雪型火山泥流イメージ図

②火砕流
数百℃の高温
100km/h近い
速度で流走

①噴火
高温の岩塊や
軽石が噴出

③融雪型火山泥流
雪が溶けて土砂などと一緒になって流下
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